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産
業
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馬

生
産
物
が
生
産
財
の
結
合
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
種
ム
ザ
な
る
生
産
財

、
、
、
.

は
、
如
何
や
う
に
結
合
し
て
生
濯
物
伝
作
り
と
ぐ
る
か
。
此
生
産
財
相
瓦
の
結
合
の
仕
方
を
こ
〉
に
、
生
産
の
構

遣
と
い
ふ
。
そ
れ
は
生
産
物
を
作
り
上
げ
¥
る
た
め
の
、
原
本
生
産
財
と
資
本
財
と
の
結
合
の
様
式
に
外
な
ら
向
。

此
生
産
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
二
様
の
見
解
が
あ
る
。
共
一
は
、
こ
れ
を
車
線
進
行
的
の
も
の
と
み
る
。
其
二

は
、
こ
れ
会
複
線
岡
崎
的
の
も
の
と
み
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
表
現
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
加
へ
ょ
う
。

第
一
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
複
雑
な
る
生
産
方
法
卸
ち
迂
図
的
な
る
生
産
方
法
は
す
べ
て
、
土
地
用
役
と
い
ふ
生

産
因
子
ぞ
離
れ
て
者
ふ
る
と
き
¥
柑
労
働
炉
漸
次
に
加
へ
ら
れ
て
ゆ
〈
過
程
で
あ
る
。
卸
ち
、
ま
づ
第
一
の
段
階
に

生

産

の

構

造

第
四
十
一
巻
恥
一
四
九
帰
第
二
競



生

産

の

構

造

第
四
十
一
巻

一
五

O

第
二
披

於
て
勢
働
の
み
が
作
用
す
る
。
共
生
産
物
た
る
中
間
生
産
物
の
上
に
勢
働
が
附
け
加
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
第
二
の

段
階
で
あ
る
。
更
に
そ
の
生
産
物
の
上
に
勢
働
が
加
へ
ら
れ
る
。
順
次
に
か
く
の
如
〈
に
し
て
最
後
の
段
階
に
至

hJ
、
完
成
財
の
生
産
に
至
る
o

一五は
Y
す
べ
て
の
段
階
に
於
け
る
中
間
生
産
物
も
、
原
本
生
産
財
と
し
て
の
労
働

も
、
す
ぺ
て
一
路
享
興
財
に
ま
で
成
熟
し
よ
う
と
し
て
進
行
す
る
。
中
間
生
産
物
が
中
間
生
産
物
を
生
産
す
る
魚

に
利
用
せ
ら
る
る
こ
と
が
な
い
、
即
ち
去
れ
の
臼
己
再
生
産
が
行
は
れ
ぬ
。

バ
エ
ム
ゆ
バ
ワ
ア
ク
ド
共
市
場
に
於
げ
る
利
子
決
定
の
珂
論
に
於
て
一
取
し
た
る
生
産
の
一
橋
症
は
、
ま
さ
に
此
の
加

き
性
質
の
も
の
で
ふ
め
る
。
最
初
の
生
産
段
階
が
単
に
持
働
の
み
を
以
て
は
じ
ま
る
の
で
ほ
な
い
こ
と
、
従
っ
て
資

ベ
エ
ム
が
認
め
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
査

本
財
が
自
己
再
生
産
を
管
h
u
段
階
の
め
る
こ
と
を
、

本
営
以
て
す
る
生
産
を
迂
回
生
産
と
し
て
考
へ
、
資
本
集
約
性
の
程
度
を
以
て
迂
回
の
期
間
の
長
さ
と
見
た
る
共

聞
論
の
組
立
は
、
必
然
に
生
産
の
構
造
に
闘
す
る
か
に
〉
る
見
解
、
即
ち
之
を
車
線
進
行
的
の
も
の
と
見
る
見
解
を

主
張
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
見
方
は
ベ
エ
ム
以
後
極
め
て
庚
き
範
聞
に
よ
っ
て
受
け
い
れ
ら
れ
て
ゐ
る
。

近
時
ミ
イ
ゼ
ス
、

ム
イ
エ
ク
な
ど
の
系
統
の
金
融
的
景
気
現
論
が
景
気
理
論
に
於
け
る
支
配
的
地
位
を
得
た
と
栴

せ
ら
る
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
立
論
は
す
べ
て
、
此
ベ
エ
ム
的
生
産
構
造
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
。
勿
論
共
景

気
理
論
が
此
生
産
構
造
観
な
く
し
て
は
成
立
し
得
ぎ
る
も
の
で
あ
る
か
、
否
か
は
、
自
ら
別
論
で
あ
る
。

第
二
の
見
解
を
略
越
し
よ
う
。
中
間
生
産
物
の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
自
己
生
産
の
魚
に
利
用
せ
ら
れ
る
。
従
つ

で
生
産
財
が
す
べ
て
一
様
に
、
享
柴
財
に
ま
で
成
熟
し
て
ゆ
〈
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
他
の
方
面
か
ら
い
ふ
と
、



最
初
の
生
産
陸
階
と
い
へ

E
色
、
異
に
勢
働
と
い
ふ
原
本
生
産
財
の
み
に
よ
っ
て
、
行
は
る
る
生
産
と
は
み
が
た

ぃ
。
そ
こ
に
は
中
間
生
産
物
が
利
用
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
他
の
生
産
段
階
と
て
も
其
段
階
ま
た
は
そ
れ
以
後
の
段

階
の
生
産
物
を
利
用
す
る
。
従
っ
て
生
産
過
程
の
進
行
が
軍
一
の
方
向
を
と
っ
て
準
り
の
で
は
な
い
。
み
の
石
部
分

は
ひ
た
す
ら
享
楽
財
の
完
成
に
ま
で
次
か
ら
次
へ
と
遊
行
す
る
が
、
他
の
部
分
は
資
本
財
の
完
成
を
め
，
き
し
て
謹

行
す
る
。
此
意
味
に
於
て
、
生
産
進
行
の
方
向
が
車
線
的
で
は
な
く
、
複
綿
的
で
あ
る
o

そ
れ
ら
は
同
時
に
、
平

行
的
に
進
行
す
る
。
加
之
、
完
成
サ
ら
れ
た
る
資
本
財
は
ま
だ
生
産
財
と
し
て
利
用
せ
ら
る
る
か
ら
、
生
産
過
程

の
結
果
に
d

白
生
産
物
か
生
産
財
・
と
し
て
出
獄
則
に
立
ち
か
へ
る
わ
け
で
あ
る
。

一戸は
v
h
'
ぞ
れ
は
同
時
寸
4
0
0

)11: 
京

i

-

-

-

M

 

M
V
一
仁
京
て
、

か
う
る
生
産
の
構
造
は
視
綿
的
で
あ
り
、
岡
崎
的
で
あ
る
。

マ

Y
ク
λ

は
生
産
の
構
造
が
か
冶
る
性

質
を
も
つ
こ
と
を
力
説
し
て
ゐ
る
つ
共
再
生
産
に
闘
す
る
闘
式
は
か
〉
る
見
方
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

-一イヘワン
ス

7
ン
ツ
フ
才
ン
ザ
ノ

ベ
エ
ム
に
於
て
は
、
資
本
が
生
存
基
本
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
定
期
間
に
一
且
る
迂
凶
生
産
が
可
能
に
せ
ら
れ
る
。
迂
回

期
間
が
長
い
ほ
ど
、
生
産
は
資
木
集
約
的
で
あ
り
、
割
令
に
少
い
努
働
に
よ
っ
て
潜
ま
れ
る
。
生
産
が
年
々
進
行
し
つ
〉
あ
る
時
期
に
於
て
は
、
此

資
本
の
う
ち
の
一
部
分
、
即
ち
最
終
の
段
階
の
生
摩
一
物
に
等
し
き
部
分
の
み
が
享
築
財
の
形
を
と
り
、
そ
の
他
の
部
分
は
す
べ
て
中
間
生
産
物
即
ち

γ
司

可

司

訂

訂

賢

一

木

財

の

形

を

と

っ

て

ゐ

る

。

V
Z副
司
訂

S

克
一
&

Z
一応Ah

 

一~
Fig. 1 

極
め
て
簡
単
な
る
闘
式
を
以
て
、
か
、
る
生
産
の
構
造
を
説
明
し
て
み
よ
う
。
今
生
産
段
階
が
五
で
あ
h
J
、
年

々
、
叉
は
一
時
期
毎
に
一
段
階
づ
一
、
進
む
と
す
る
。
而
し
で
各
時
期
の
は
じ
め
か
ら
、
各
段
階
の
軸
労
働
が
作
用
す

る
と
す
-
Q

。
各
段
階
に
等
し
く
σ
だ
げ
の
帥
労
働
が
投
下
せ
ら
る
る
と
す
れ
ば
、
左
園
の
一
戒
す
が
知
〈
で
め
ら
う
。

此
際
υ
を
以
て
勢
働
数
量
を
一
万
す
と
共
に
、
共
生
産
物
を
も
一
万
す
。
軸
労
働

ω生
産
物
が
そ
の
去
活
を
支
ふ
る
矯
に

z 

生

産

の

構

造

第
凶
十
一
巻

五

第

盟主



生

産

り

構

造

第
凶
十
一
巻

"3i. 

第
二
披

四

必
要
で
あ
る
と
す
る
。

資
本
の
総
額
は

-
T
で
め
h
、
勢
働
者
数
は
?
で
あ
る
。

a
づ
〉
各
段
階
に
於
て
就
業
す
る
。
草
築
財
の
当
産
績
は

F
H」
付
、
中
間
生
産
物

と
し
て
の
資
木
財
は

-fMん
げ
で
あ
る
。
此
閥
係
を
夏
に
一
般
化
し
て
漣
べ
よ
う
。
各
段
階
に
等
量
な
る
μ

と
い
ふ
帆
労
働
が
勺
げ
加
へ
ら
る
る
生
産

の
構
誌
に
於
て
は
、
生
産
の
迂
凶
期
間
、
従
勺
て
生
産
段
階
の
折
、
を

r
と
す
れ
ば
、
資
本
緯
量
λ

は
衣
の
式
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
。

ー
去
、
十
-
)

E
1
1
1
1

‘
 

:

!

日

守

(

同

)

而
t
、
巾
間
生
産
物
の
地
故
は
次
の
式
を
以
て
一
疋
き
れ
る
。

九
「
円

1
3

ミ

U

同

ヘ
O

J

f
t

、、

ヒ
ι
ノ
え
g
判
別
:

3
4
?
L
4ノ
'
l
J
μ

一
年
の
は
じ
め
か
ら
σ
じ
り
ぬ
干
寸
ら
れ
す
、
出
功
に
堪
加
ぜ
し
め

t
f
h
E
t
η
ト
c

・h
a
L
、
削
辺
の
川
品
、
内
門
誌
は
一
ド
れ
じ
れ
、
川
一
山
川

(

(

 

式
と
な
る
。

、問

、、-F
U
山
山

，-、
H 
H 
) 

も

草

刈

リ

日

〈
凶
、
)

若
し
勢
働
者
数
を
J

川
、
勢
銀
を
J

と
す
る
な
ら
ば
、
生
存
基
本
従
っ
て
資
木
ハ
は
究
の
如
く
に
め
ら
ぽ
し
う
る
で
あ
ら
う
B
P
H
与
ベ

JHFAと
な
る

が
故
に
、

こ
れ
は
ウ
イ
ク
也
ル
が
ベ
主
ム
の
見
解
ぞ
表
現
す
る
た
め
に
記
し
た
る
方
税
式
で
あ
る
。

な
ほ
、
中
間
生
産
物
の
数
量
に
つ
い
て
遁
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
前
掲
の
式
に
於
て
は
、
生
産
段
憎
が
一
年
づ
〉
に
匝
切
ら
る
る
こ

k
T
仮
定
し

て
ゐ
る
。
げ
れ
ど
も
若
し
此
区
切
h
e
f
境
夏
す
る
と
き
に
は
、
而
し
て
例
へ
ば
、
そ
れ
を
二
倍
に
し
、
=
侍
に
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
に
感
じ
て
中

間
生
産
物
の
取
量
は
資
本
総
量
と
、
迂
川
期
間
と
の
一
定
に
拘
は
ら
す
、
増
加
す
る
。
而
し
て
、
そ
の
品
開
眼
に
於
て
は
い
よ
い
よ
、
資
本
総
量
に
技

泣
す
る
は
宇
で
あ
る
。
区
切
り
と
い
ふ
の
は
、
生
産
の
一
の
段
階
が
完
成
し
て
次
の
段
階
に
う
勺
さ
る
Z
此
移
斡
を
さ
す
に
外
な
ら
向
。

A
1
此
動
仁

は
、
こ
れ
以
上
、
立
入
る
こ
と
を
さ
げ
よ
う
。



今
ま
で
は
、
品
労
働
?
と
い
ふ
原
本
生
産
財
が
漸
次
-
い
い
は
ず
連
捜
的
戸
、
而
色
同
一
の
歩
調
を
以
て
追
加
せ
ら
る
る

b
の
と
仮
定
し
た
。
げ
れ

E
b

此
遁
加
の
仕
方
は
決
し
て
此
の
却
き
志
の
と
限
る
こ
と
は
な
い
。
全
迂
周
期
間
の
あ
る
時
期
に
於
て
特
に
多
く
、
叉
特
に
小
Y

く
遁
加
せ
山
る
る
は
宇

で
あ

h
、
こ
の
こ
と
は
生
産
技
術
の
加
何
に
よ
っ
て
定
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
今
一
定
の
時
期
ま
で
に
投
下
せ

4
る
る
労
働
の
殿
最
を
d
e
T
以
て
一
示
す

と
き
に
は
、
そ
れ
は
の
爾
扱
で
あ
る
。

L
U
¥え
)
今
こ
れ
を
、
投
資
南
激

(
E
2
E
E百
円
『
E
Z
ぎ
る
と
よ
わ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
前
例
に
於
て
は
そ
れ
が
直

線
の
委
を
呈
す
る
。

λ
u
£
に
よ
り
て
一
ホ
さ
れ
る
。

d

の
大
さ
を
一
の
輸
に
沿
う
て

r
mい
長

zhず
ら
、
こ
れ
と
直
交
す
る
他
の
軸
に
沿
う
て
測
る
場
合
、

投
資
の
線
、
即
ち
追
加
せ
ら
れ
た
る
帥
労
働
数
量
を
一
示
す
線
が
時
聞
の
軸
と
交
は
つ
て
な
す
角
を
自
と
す
れ
ば
、
」
の
大

3
は
つ
ね
に
f

の
長
さ
、
郎

ち
あ
る
段
階
土
で
の
期
間
の
長
さ
に
比
例
し
、
此
比
は
号
、
h

o

e

乞
以
て
一
市
さ
れ
る
。

c 
A 

TI-一一一一世-I fí(~). ~~J~~; 
Jンγ

C
〉
又
は
投
資
国
数
¥
(
と
は
一
方
か
も
見
る
と
、
資
本
が
は
じ
め
投
下
ゼ

ιる
る
場
令
、
時
間
の
進
行

に
つ
れ
て
帥
労
働
の
治
加
サ
ら
れ
て
ゆ
く
姿
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
仁
、
叉
生
産
の
現
に
繰
返
し
行
は
る
高
揚

令
ド
於
ー
は
.
ヰ
産
迎
行
の
各
晴
朗
引
い
労
働
が
ど
れ
だ
げ
よ
山
一
岡
山
守
ら
E
ゆ
(
か
の
順
序
Jf
汚
す
も
ω
?
の
3
0
前

J

訂
い
中
断
主
的
貯
企
仙
に
ヌ
ホ
扱
十
日
法
行
じ
ゅ
f
h
時
間
企
一
川
し
、
後
者
は
、
抑
制
批
的
じ
丸
γ
一
資
本
名
部
分
従
つ
一

勢
働
各
部
分
の
治
加
後
に
料
過
し
で
ゐ
る
同
開
を
一
部
す
。
而
し
て
、
時
間
の
順
序
が
生
産
の
段
階
と
相
懸
子
る
助

か
ら
い
へ
ば
、
段
階
の
進
行
に
臆
宇
る
軸
労
働
の
追
加
の
委
主
市
す
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
ト
(
与
は
投
資
函
数

が
直
線
的
で
は
な
い
姿
を
号
し
た
る
場
合
を
一
万
す
、
¥
(
ヘ
)
は
生
産
の
全
期
間
の
特
定
の
黙
に
於
て
、
労
働
の
追
加

又
は
割
合
会
一
部
す
と
凡
る
べ
き
で
あ
る
。

園田町・由『一ーーーー瓦
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。

せ
ら
れ
て
ゆ
く
法
度
、

今
土
?
仮
定
し
た
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぽ
、
勢
働
の
全
産
物
ほ
労
働
に
時
J

て
捌
は
れ
、
ぞ
こ
に
除
剰
乃
玉
利
子
は
な
い
。
か

¥ea事
情
の
下
仁
於

で
な
ら
ば
、
如
何
な
る
段
階
を
と
っ
て
考
へ
で
も
、
生
産
物
償
制
惜
の
捕
時
計
は
投
下
せ
ら
れ
た
る
労
働
の
敷
設
に
比
例
し
、
従
っ
て
投
資
岡
敬
は
各
段

滑
に
於
り
る
生
産
物
債
格
の
鴻
堂
ぞ
一
示
す
、
い
は
Y
生
産
物
の
償
額
の
函
数
で
も
あ
る
。
り
れ
ど
-b
品
開
剰
即
ち
利
子
の
存
立
と
い
ム
事
情
を
と
り
入

れ
て
考
ふ
る
'
と
き
に
は
、
生
産
物
(
債
衡
を
さ
す
)
の
大
さ
は
一
色
は
や
此
曲
線
の
上
に
於
て
は
、
即
ち

C
K
の
納
に
沿
う
て
の
長
き
と
し
て
は
一
ホ
き

れ
ぬ
。
そ
れ
は
旦
己
d

の
千
百
に
直
交
す
る
紬
に
沿
う
て
、
一
ぶ
さ
れ
得
る
。
い
ま
ご
〈
に
沿
う
て
償
却
惜
の
高
3
が
一
不
さ
れ
う
る
も
の
と
し
よ
う
。

原
本
生
産
財
の
債
格
を

c
c、
又
は
こ
れ
と
等
し
き
〉
く
で
あ
る
と
す
る
。

C
戸
、
の
曲
線
は
そ
れ
が
複
利
に
よ
っ
て
T
と
い
ふ
時
期
ま
で
に
、
卸

ち
最
初
に
加
へ
ら
れ
た
る
柚
労
働
の
債
格
が
生
産
期
閣
の
終
り
ま
で
に
増
加
し
て
ゆ
く
元
利
の
大

zee-示
す
。
{
)
一
文
台
μ

を
以
て
一
不
す
と
曲
線
。
、
司
、

は
普
遁
に
設
か
る
る
が
刻
く
、
」

H
5主
と
し
て
一
江
さ
れ
う
る
。
こ
れ
は
所
調
利
子
曲
線
で
あ
る
。

ck己
の
面
積
が
今
や
、
利
用
せ
ら
れ
た
る
発

生

産

の

構

造

第
四
十
一
巻

第
二
披

五

Y..i. 

Econ、)lnlCOlltpl1l， anrl [nve:;tment between Hayek， On the Relation~hip 
Journal， June 1934 



生

産

の

構

造

第
同
十
一
巻

五
回

第

量Z

ム
ノ、

A' 

働
の
線
量
を
示
す
。
而
し
て
、
そ
れ
に

c
c、
即

1rげ
を
乗
じ
た
る
も
の
が
前
排
サ
ら
れ
た
る
も
の

?
と
し
て
の
生
存
基
本
の
娘
償
額
を
示
す
。
げ
れ

E
も
、
各
段
階
「
い
於
げ
る
利
子
を
も
ま
た
投
下
せ
ら
れ

た
る
資
本
、
と
し
て
鍛
ふ
る
と
き
、
資
本
の
総
量
は

czd
の
上
に
の
せ
ら
れ
た
Z
全
穂
積
む
、
門
戸
日

等
し
か
る
べ
き
で
め
る
。

-Z 
III 

'v 刑判
H

ハ
イ
エ
ク
は
此
投
資
一
削
教
に
謝
し
て
生
産
物
函
数
(
。
己
主
ご
包
R
E
t
s
)
を
考
へ
て
ぬ
か
。

時
期
に
於
て
種
々
な
る
段
階
に
投
下
せ
ら
る
る
勢
働
が
そ
れ
引
ぞ
れ
に
ど
れ
だ
り
の
生
産
物
を
め
げ
る

か
。
投
下
せ
ら
る
る
段
階
従
っ
て
迂
同
期
間
中
に
於
げ
る
位
置
と
各
段
階
に
投
下
せ
ら
れ
売
る
努
働

か
ら
の
生
産
物
ー
と
の
関
係
ヤ
陥
放
と
し
て
っ
か
り
と
き
に
、
却
ち
後
者
を
期
間
叉
は
段
階
の
爾
鰍
と

九
，
っ
と
EP
に
、
比
雨
明

k
t産
物
嗣
敗
、
ど
い
ム
c

名
段
階
に
悶
一
の
法
度
合
以
て
品
川
削
酬
が
投
下
廿
ら

一
定
の

4
a
 i
A
7
4
/
一

J
F
/〆/一

:

;

 

川
一
/
，
d
d
一

1
1
1
1
1
z
ート
l
1
M
1国
b
 

1
0
 

る
る
な
ら
ば
、
此
生
産
物
は
利
子
歩
合
の
如
何
に
よ
っ
て
動
〈
で
あ
ら
う
。
利
子
歩
合
に
し
て
一
定
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
段
階
に
於
げ
る

勢
働
投
下
の
法
度
(
あ
る
段
階
に
は
念
に
多
〈
の
帥
労
働
が
、
他
の
段
階
に
は
少
し
の
勢
働
の
み
が
投
下
せ
ら
与
る
こ
色
。
卸
ち
投
資
函
般
が
附
稼

を
以
て
室
か
る
る
と
き
に
、
法
度
が
段
階
に
よ
っ
て
異
な
り
と
い
ム
。
あ
る
一
定
段
階
に
於
り
る
惑
皮
の
務
化
と
い
ふ
こ
と
も
こ
れ
に
準
じ
て
考

へ
る
)
の
動
き
に
よ
っ
て
動
〈
。
今
O
段
階
に
投
下
せ
ら
る
る
帥
労
働
一
皐
位
は
一
定
の
利
子
歩
A
n
に
於
で
T
ま
で
の
期
間
、
倒
ね
の
増
加
し
七
る

生
産
物
密
め
げ
る
。
《
三
聞
の
だ
と
へ
ぱ
ら
の
段
階
に
投
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
は

tー
か
ら
T
ま
で
の
期
間
即
ち
↓
1
f

の
期
間
ピ
げ
増
依
し

t
z生

産
物
を
あ
げ
る
。
と
こ
ろ
で
各
段
階
に
於
で
投
下
サ
ら
る
る
勢
働
は
一
撲
に
非
す
、
そ
れ
は
投
資
同
数
に
よ
っ
て
定
土
品
。
め
る
時
期
(
段
階
)
に

は
特
に
多
〈
の
勢
働
が
食
さ
れ
る
。
か
〈
て
、
生
産
力
函
数
ご
)
は
あ
る
段
階
「
い
於
げ
る
投
資
の
誼
度
、
令
)
と
、
こ
の
段
階
に
投
干
せ
ら
れ
た

る
労
働
が
生
産
物
ぞ
あ
「
る
土
で
の
期
間
百
三
の
終
り
に
於
げ
る
増
依
卒
足

E
f
と
の
積
に
よ
っ
で
定
ま
る
。
こ
の
こ
と
を
失
の
式
に
よ

っ
て
示
す
。
な

(alp-oD『
戸
。
宅
三

E
Z正
問
}

Fig. 。(ど

H
、
(
同
)
主
主
『
三

な
ほ
、
さ
き
に
述
べ
七
る
と
こ
ろ
の
、
利
子
を
含
め
た
る
資
本
の
線
稽
積
字
、
「
、
〉
は
次
の
知
〈
に
し
て
表
は
し
得
ら
る
る
と
思
ふ
。
あ
る
段

階
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
帥
労
働
は
号
れ
ぞ
れ
、
正
に
そ
の
段
階
に
あ
る
色
の
、
突
の
段
階
に
進
め
る
も
の
、
順
吹
に
数
へ
て
最
後
の
段
階
、
即
ち
T
に

な
る
も
の
に
及
ぶ
。
従
う
て
そ
の
総
和
は
¥
(
、
)
与
一
号
主
官
、
)
で
あ
る
。
而
も
、
各
段
階
に
づ
い
て
こ
れ
を
求
め
、
そ
れ
を
集
め
た
る
も
の
が
さ
き

op. Clt.， p. 214・2) 



の
穂
積
で
ゐ
る
か
ら
、
利
子
を
含
め
た
る
資
本
線
量
F
A

は
次
の
知
〈
に
一
示
し
得
ら
る
る
と
は
忠
ふ
。
こ
れ
ら
の
肝
聞
は
思
渠
未
だ
十
分
な
ら
争
、
再
考

の
期
を
得
で
書
き
改
め
た
い
と
田
山
ふ
。

〉、

-11 
，，~、宮

、、、、
( 、
) 

丸、
戸、~~

ぞ2
h 『。
( 

崎
弘
} 

一ー一

き
て
以
上
の
如
〈
、
単
線
的
且
つ
逮
捕
的
な
る
生
産
の
構
造
を
前
提
と
す
る
立
場
か
ら
い
ふ
と
、
静
態
が
前
提

と
せ
ら
る
る
限
り
、
次
の
知
事
桔
論
が
そ
れ
か
ら
導
き
出
3
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。

)
 

]
 

fJ1、

生
産
に
於
け
る
段
階
的
地
位
、

目
ち
亭
梨
財
ま
で
成
'
持
す
る
順
時
仁
於
け
る
杭
設
、

z;
、k

，、
L

E
rト
L
U
カ
s
A
f

ば
、
油
資
へ
の
距
離
に
於
け
る
位
置
を
考
へ
う
る
の
こ
れ
は
同
時
に
作
用
し
つ
〉
あ
る
生
産
過
程
の
各
部
分
の
う

生、ち
産、
段、ど
階、れ
とが
い f宵
つ費
て財
あま
らで
はの
す完
こ成
とに
も、

出 11国
来序

よ←と
う、

如
何
な
る
距
離
に
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
が
一
意
味
す
る
。

プ
山
F

A

ア
ト
の
如
〈
、
消
費
へ
の
距
離

こ
れ
を

(問。
-
z
z
B
P『
ロ
巾
)

と
い
ふ
こ
と
も
出
来
る
。
或
は
ま
た
、
成
熟
の
程
度
と
い
ひ
表
は
す
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ら
う
。

(2) 

資
本
集
約
性
、
叉
は
努
働
一
車
位
営
り
の
資
本
の
大
き
が
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
こ
れ
と
艶
臆
す
る
も
の

と
し
て
、
生
産
財
の
生
産
力
が
考
へ
ら
れ
る
。
中
間
生
産
物
の
使
用
せ
ら
る
る
こ
と
割
合
に
多
き
ほ
ど
、
卸
ち
、

悼
労
働
一
躍
位
品
目
田
h
ノ
の
資
本
の
大
な
る
ほ
ど
、
生
産
財
の
生
産
力
は
大
で
ゐ
る
。
此
場
合
、
生
産
財
の
生
産
力
が
大

で
あ
る
と
い
ふ
の
は
畢
寛
、
原
本
生
産
財
一
軍
位
か
ら
得
ら
る
る
生
産
物
の
大
で
あ
る
こ
と
を
さ
す
、
資
本
も
ま

た
、
原
本
生
産
財
の
一
定
分
量
に
分
解
せ
ら
る
る
が
故
で
あ
る
。
こ
〉
に
生
産
力
と
い
ふ
の
は
、
ま
づ
物
理
的
生

生

産

の

構

造

第
凶
十
一
巻

一
五
五

第

務

七



生

産

の

構

造

一
五
六

第
四
十
一
巻

第

軍主

丹、

産
力
を
さ
す
の
で
あ
る
が
、
進
み
て
そ
れ
が
債
格
生
産
力
を
も
さ
し
特
る
こ
と
は
、

ペ
エ
ム
の
主
張
し
に
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
而
し
て
、
後
に
ま
た
論
じ
よ
フ
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

待
望
と
い
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
原
本
生
産
財
は
享
端
末
財
に
ま
で
成
熟
し
完
成
せ
ら
れ
て
ゆ

〈
。
従
っ
て
、
投
下
せ
ら
れ
た
る
原
本
生
産
尉
は
た
い
〉
一
定
期
間
の
後
に
於
て
の
み
、
官
PT

襲
財
と
な
る
。
享
楽
財

を
求
り
る
も
の
は
、
そ
れ
ま
で
待
望
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
待
望
の
終
る
に
つ
れ
て
、
生
産
財
に
文
捕
は
れ
た
る
資

本
炉
問
欣
せ
ら
る
ヲ
円
。
は
す
T
あ
る
ο

上
に
の
ベ
大
名
コ
一
の
事
項
、
酢
ち
生
産
段
階
、
資
本
集
約
性
、
待
望
は
、
興
へ
ら
れ
た
る
前
提
の
下
に
於
て
は
、

す
べ
て
生
産
迂
同
期
聞
を
中
心
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
ま
づ
、
消
費
か
ら
如
何
な
る
距
離
に
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と

は
、
原
本
生
産
財
が
投
下
せ
ら
れ
て
か
ら
、
い
〈
つ
の
生
産
期
聞
を
経
過
し
た
か
、
と
い
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
定
ま

る
。
そ
れ
放
に
、
消
費
へ
の
距
離
の
程
度
は
時
閣
を
以
て
標
識
せ
ら
ろ
る
は
や
で
あ
る
。
前
者
は
決
し
て
時
間
と

し
て
の
距
離
を
意
味
す
る
の
で
な
く
、
な
ほ
幾
段
階
を
へ
で
消
費
財
に
ま
で
達
す
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す

る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ぞ
れ
が
、
ぞ
れ
自
瞳
は
段
階
で
な
い
時
間
の
凶
歎
と
し
て
一
不
3
れ
る
。
此
場
合
、
段
階

の
決
定
者
で
あ
り
、
段
階
の
標
識
と
し
て
役
立
つ
時
聞
を
段
階
時
間

(
ω
E
P
R口
一
円
)
と
い
ふ
。

資
本
集
約
性
も
ま
た
、
前
掲
の
前
提
の
下
に
於
て
は
、
時
間
の
凶
致
で
あ
る
。
而
色
、
時
聞
が
資
本
集
約
挫
の

指
標
と
な
り
、

叉
共
決
定
者
と
な
り
得
る
の
は
、
生
産
が
迂
回
的
で
あ
る
ほ

E
、
資
本
が
中
間
生
産
物
の
形
を
と

る
こ
と
が
多
〈
、
接
銀
の
形
を
と
る
こ
と
が
少
い
か
ら
で
あ
る
。
更
に
立
入
っ
て
い
へ
ば
、
過
去
に
於
て
す
で
に
、

F口tzBurchardt， Die Schemata des stationa】ren 百四j~;lauf:) l.>t:i buhm-Bawerh. 
u. Marx， Weltwirtschaftlich出 Archil'， 34. Band HeFt 2. 1931， S. 558. 
3) 



生
産
が
迂
図
的
に
行
は
れ
た
る
結
果
と
し
て
、
現
に
資
本
が
集
約
的
で
あ
り
、
持
働
一
軍
位
営
り
の
中
間
生
産
物

が
多
い
こ
と
と
な
っ
て
ゐ
る
。
此
場
合
、
過
去
の
時
聞
が
資
本
財
を
作
り
上
ぐ
る
こ
と
に
役
立
っ
て
居
り
、
勢
働

に
劃
す
る
資
本
の
割
合
が
此
時
聞
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
ゐ
る
、
そ
れ
故
に
此
資
本
集
約
性
の
決
定
者
と
し
て
の
時

聞
を
構
成
時
間
五
己
『

ECN内
定
)
と
い
ふ
。

い
ふ
ま
で
・
ち
な
く
、
こ
れ
は
過
去
か
ら
つ
Y

い
て
き
た
も
の
と
し
て
の
、

過
去
を
ふ
り
か
へ
っ
て
み
た
と
き
の
時
間
で
め
る
。
而
し
て
、
生
産
力
炉
つ
ね
に
資
本
集
約
性
に
仲
ふ
貼
か
ら
い

ふ
と
、
生
産
力
が
時
聞
の
幽
数
で
あ
る
の
は
、
ぞ
れ
が
資
本
集
約
性
の
函
数
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

原
水
生
産
財
の
投
下
か
ら
成
熟
ま
で
に
必
要
と
せ
ら
る
る
待
望
は
す
べ
て
冶

生
産
迂
同
期
間
、
当
十
「
三
コ
恥

q
qレ
ギ

4Aπr

-一別モ一

t

d
』一ノ一

均
詑
同
期
同
じ
よ
う
て
定
ま
る
。
此
意
味
に
於

τ待
望
は
生
産
迂
回
期
間
(
と
投
資
函
数
と
)
の
函
数
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
こ
れ
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
の
生
産
迂
回
の
時
間
は
、
将
来
に
亙
っ
て
此
生
産
財
の
消
耗
の
魚
に
要

す
る
時
間
、

い
は
い
〉
消
耗
時
間
で
あ
る
。
固
定
資
本
が
加
は
っ
て
来
る
と
、
そ
れ
が
格
別
に
延
長
せ
ら
れ
て
来
る
o

此
消
耗
時
間
概
念
は
っ
き
つ
め
て
い
ふ
と
、
現
在
に
投
下
す
る
持
働
が
完
成
財
と
な
る
た
め
に
消
耗
す
る
ま
で
の

時
間
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
色
の
と
し
て
見
た
る
生
産
迂
四
時
間
で
あ
る
。

構
成
時
聞
は
過
去
に
ふ
り
か
へ
っ
て
見
た
る
時
間
で
あ
る
。
消
耗
時
聞
は
将
来
に
亙
つ

τみ
る
時
間
で
み
の
か
。

而
し
て
段
階
時
聞
は
た
ヲ
段
階
の
標
識
と
し
て
の
時
間
で
あ
る
に
止
ま
る
。
こ
れ
ら
は
皆
迂
回
生
産
が
艦
過
し
て

ゆ
く
時
間
を
、
そ
れ
ぞ
れ
此
生
産
の
異
な
れ
る
側
面
か
ら
見
七
る
色
の
に
外
な
ら
ぬ
。

生
産
段
階
、
資
本
集
約
性
、
待
望
期
聞
が
夫
れ
ぞ
れ
の
迂
回
期
間
、
従
っ
て
時
間
の
」
幽
数
と
し
て
一
不
さ
れ
う
る
と

生

産

の

構

造

第
四
十
一
巻

一
五
七

第

披

大a

4) l¥1aTtin Hill. The Period of Prodllction :J門.1Indu山 ialFluctuations， EcoJlomic 
) ournal， Dec. 1933. p. 601. 



生

産

の

構

造

第
内
十
一
巻

一
五
八

第
二
放

O 

い
ふ
こ
と
は
、
す
べ
て
、
前
に
述
べ
た
る
が
如
〈
、
二
の
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
同
静
態
、
向
車
線
的
生
産
構
造
。

ま
づ
、

E
の
生
産
段
階
に
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
が
、
原
本
生
産
財
の
は
じ
め
の
投
下
せ
ら
れ
て
か
ら
E
れ
だ
け
の

期
聞
を
経
過
し
た
か
、
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
し
う
る
の
は
、
後
に
辿
ぶ
る
が
如
〈
、
中
間
生
産
物
の
自
己
生
産
が

な
い
こ
と
、
即
ち
何
れ
の
段
階
も
自
己
又
は
弐
の
段
階
の
生
産
物
を
利
用
す
る
こ
左
の
な
い
か
ら
で
あ
る
。
資
本

集
約
性
の
程
度
が
迂
回
生
産
期
間
に
よ
っ
て
定
ま
ろ
の
も
、
ず
ぺ
て
の
生
産
物
従
っ
て
資
本
財
が
す
ペ
て
州
労
働
だ

け
の
逐
次
治
加
に
上
っ
て
形
成
せ
ら
る
る
と
見
る
か
ら
で
め
ろ
c

日1

一
定
の
時
期
に
投
下
サ
ら
あ
る
i
r

こ
ろ
の
生
産
財
炉
、

い
つ
ま
で
に
成
熟
す
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
も
、
生
産
地
程
炉
直
純
的
に
並
行
す
る
、
と
い
ふ

こ
と
を
前
提
と
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
若
し
此
前
提
が
な
い
も
の
な
ら
ば
、
而
し
て
生
産
物
の
一
部
分
が
不
断
に

自
己
生
産
に
終
始
す
る
も
の
な
ら
ば
、
生
産
迂
回
期
間
と
い
ふ
も
の
が
、
明
確
な
る
意
味
を
も
ち
得
や
、
そ
の
結

果
、
原
本
生
産
財
の
投
下
か
ら
共
成
熟
ま
で
に
ど
れ
だ
け
待
つ
べ
き
か
と
い
ふ
こ
と
も
、
明
確
に
定
ま
り
得
ぬ
は

十
で
あ
る
。

待
望
期
間
に
つ
い
て
は
二
様
の
考
万
が
あ
る
。
一
定
の
資
本
誕
備
が
出
来
上
っ
て
し
ま
へ
ば
、
正
の
後
は
、
新
に
投
下
す
串
原
本
生
産
財
の
生

産
物
は
刻
々
に
生
産
せ
ら
れ
て
〈
る
。
そ
こ
に
は
生
産
物
が
不
断
に
流
出
す
る
。
故
に
何
等
の
待
望
も
な
い
。
待
望
は
、
新
に
資
本
財
を
勢
働
か

ら
作
り
上
げ
て
草
地
市
財
を
生
産
す
る
、
と
い
ふ
場
合
に
だ
げ
あ
る
、
と
い
ひ
う
る
。
此
見
方
全
プ
ル
ハ
ア
ト
は
遁
べ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
ク
ヲ
ア

ク
に
湖
h
得
る
思
想
で
あ
ら
う
。
げ
れ
ど
も
、
投

F
し
た
る
原
本
生
産
財
そ
の
も
の
か
ら
の
生
産
物
と
し
の
享
楽
叫
M
8
伊
待
つ
、
主
い
ふ
意
味
に
於

な
ら
ば
、
な
る
ほ
ど
待
望
は
生
産
迂
同
期
間
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
こ
れ
は
、
生
産
財
の
追
加

.r
一
律
遜
次
的
日
行
は
る
る
も
の
と
す
れ
ば
、
迂
凶

期
間
の
二
分
の
一
で
め
る
。
一
律
逐
次
的
に
行
は
れ
宇
と
す
れ
ば
、
遁
加
の
仕
方
如
何
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
、
異
な
る
大
苫
の
も
の
と
な
る
で
あ

ら，ヲ。



げ
れ
ど
色
若
し
、
生
産
の
構
造
が
草
崎
倒
的
な
る
ち
の
で
ほ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
待
望
期
間
ぽ
な
い
か
、
又
は
確
定
し
が
た
い
。
ク
ラ
ア
ク
的

な
る
見
方
を
す
る
と
、
待
望
と
い
A

も
の
が
な
い
。
他
の
見
方
全
す
る
と
、
資
本
財
生
産
に
投
「
せ
ら
れ
た
る
原
本
生
産
財
は
必
宇
消
費
財
生
産

の
中
に
入

h
こ
ん
で
成
熟
す
る
と
い
ひ
が
士
い
。
き
う
考
ふ
る
得
に
は
若
干

ω
仮
定
を
必
要
と
す
る
が
、
此
仮
定
は
無
傑
件
に
認
め
ら
る
べ
き
色

の
で
な
か
ら
う
。

四

今
ま
?
、

原
本
生
産
財
の
投
下
が
車
線
的
運
績
的
に
行
は
る
る
も
の
と
考
へ
て
き
た
。
勿
論
生
産
構
造
の
園
式
は
何
等
か
の
抽
象
、

何
等
か
の
問
中

純
化
な
く
し
て
作
り
上
げ
得
ら
る
る
ち
の
で
は
な
い
。

従
っ
て
、

こ
の
ベ
ム
ム
内
な
る
生
産
構
泣
の
園
式
と
て
も
、

之
を
一
概
に
斥
げ
去
る
べ
き
色

の
で
ほ
な
〈
そ
れ
が
経
滑
川
崎
論
の
確
立
に
寄
興
す
る
畑
山
り
、

一
時
服
こ
れ
や
-
と
り
入
れ
で
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
マ
め
ら
う
。
印
ち
、

経
時
間
哩
品
川
上
の
あ
る

セ
張
肝
心
二
品
単
純
化
千
羽
つ
れ
た
る
繭
式
ド
ー
っ
て
旧
民

4
川
確
に
論
説
せ
り
れ
.
11ri 
d 

1並

切
り
は
な
し
に
る
保
付
守
新
に
j

h
入
れ
て

b
、
~
ー
の
主

民一
ν及
川
冒
し
う
る
、
と
い

L
J
P
叩

F
事
情
の
ド
に
冷
ご
法
、

主羽副
h
1
1
F
f
k
z
t
'
3
〉
L
A
J

、
刊
d
E
F
弘
司
闘
士

)
F
一
戸
、
ア
主
1lpi
。
旧
!υ

【、

J
R
;
t
y
i
一
{
イ
!
一
一
F
l
t
し

t

j

L

一l
v

'
A
-
〉
ト
凶

F-cuti

4
f
ν
I当
局
「

る
傑
件
を
つ
げ
加
へ
て
、

現
寅
へ
の
懐
況
を
計
る
一
べ
き
で
あ
る
。

げ
れ
ど
色
.
十一帽し、

一
定
の
理
論
的
主
張
が
、

生
産
構
造
の
車
線
的
す
め
る
と
い

ふ
前
提
の
下
に
於
て
の
み
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、

而
し
て
現
買
に
於
げ
る
生
産
構
造
が
そ
れ
と
は
異
な
れ
る
性
質
の
色
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
宜
し
く

現
賓
に
一
歩
だ
げ
返
事
生
産
構
造
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

複
線
的
岡
崎
的
な
る
生
産
の
構
造
は
、

其
最

b
簡
明
早
な
る
形
惑
に
つ
い
て
一
耳
ふ
色
、

カ
ア
ル
・
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
、
再
生
産
の
岡
式
の
巾
に
一
市
さ

れ
て
ゐ
る
。

今

I
Eを
以
て
そ
れ
ぞ
れ
、

資
本
財
、
享
集
財
の
生
産
部
門
と
す
与
。

c
を
以
て
不
麹
資
本
、

v
b
A
一以

t
可
境
資
本
、

m
t以
で
品
開
剰

償
値
、

P
を
以
て
資
本
財
生
産
償
額
.
k
を
以
て
享
築
財
生
産
償
頼
を
以
て
一
示
し
、
附
加
し
た
る
1
2
に
よ
っ
て
、
v
-

れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に

層
す
る
こ
と
を
め
ら
は
す
。
単
純
再
生
産
、

即
ち
静
惑
が
仮
定
せ
ら
る
る
と
き
に
は
、

勢
銀
と
利
潤
左
は
す
べ
て
、

享
梁
財
の
購
入
に
ふ
り
む
げ
ら

ーν
'
B
Q

ふ
凋
・

4

ー
ム

F
o
-
-
J
十
H
-
-
-
J
!
?
]
{
X
)
C
-
H
J
H
U
E
-
{
}
(
)
-
v

日

-
c
c♂
↑
印
{
)
(
)
〈
時
十
日
号
号
R
H】

Muu---r

恒司

川
町
の
和
に
等
し
い
と
い
ふ
こ
と
が
、
此
場
合
の
必
要
な
る
傑
件
で
あ
る
。
き
て
此
闘
式
は
も
と
よ
う
、
ペ
エ
ム

の
園
式
の
知
く
、
不
国
型
資
本
印
ち
資
本
財
の
時
間
的
由
来
な
示
す
こ
と
は
な
い
。
げ
れ

E
b資
本
の
償
値
構
成
を
一
訴
す
こ
と
は
出
来
る
。
こ
の
駄
の

い
ふ
ま
で
も
な
く
、

h
-

が

生

産

の

構

造

第
四
十
一
巻

五
九

第

務



生

産

の

構

造

第
四
十
一
巻

O 

第

披

匝
別
に
は
後
に
論
及
す
る
こ
と
が
め
ら
う
。

と
に
か
く
此
圃
式
に
於
て
注
目
せ
ら
る
べ
き
は
次
の
勤
で
あ
る
。
資
本
財
生
産
部
門
、
六

0
0
0
の
生

#
生
命
閣

h
f

、

1
4
1
 
凶

0
0
0
ま
で
は
肖
己
再

A
産
で
め
る
。

勢
働
の
み
に

こ
の
こ
と
は
、

も
し
第
一
部
門
が
い
く
つ
か
の
段
階
に
分

K
れ
尚
も
の
な
巳
ぱ
、

よ
っ
て
は
じ
ま
る
生
産
の
な
い
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

マ
ル
グ
ス
白
日
身
の
立
場
か
ら
は
、

最
初

ぞ
れ
が
い
く
つ
か
の
段
階
に
分
た
る
る
に
し
て
も
、

の
生
産
段
階
か
ら
す
で
に
、

や
は
り
、
資
本
財
を
利
用
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

此
闘
式
は
な
る
ほ
ど
、
資
本
財
の
自
己
生
産
を
一
示
し
は
寸
る
が
、

-
Eの
各
部
門
と
も
に
、
幾
つ
か
の
部
分
段
階
よ

夏
に
立
入
っ
て
考
ふ
れ
ば
、

ム
リ
成
る
で
あ
ら
う
し
、

叉
各
部
門
と
も
に
清
干
の
同
定
資
本
財
と
、

プ
ル

ρ

ァ，
P

の
闘
式
は
、

補
助
原
料
、
と
、

流
一
連
資
本
財

E
を
も
つ
で
め
ら
う
。

こ
れ
ら
の
事
怖
い
考
慮
を
抑
ツ
た
も
の
で
あ
る
。

生
成
の
叫
明
治
合
図
式
的
に
表
現
し
て
一
作
、
」
う
コ
此
際
、
資
ヰ
川
町

4
一法
-t字
架

M
生
産
と
の
二
郎
門

Jr分
ち
、

各
部
門
主
二
の
川
町
内
印
つ
八
月
枚
に
分
つ
。
各
部
門
1

七
に

M
U九
九
木
ー
し
補
助
一
一
一
段
占
、
流
M
-
1
E
1ト
h
u仲

t-u肝け山尚一川町
E4JAF
物
じ
午
、
社
工
び
分
に
涜

つ
が
る
る
も

ω
を
利
用
寸
る
。
こ
れ
を
順
弐
に

f

h

M

又
は

F
H
Z
4
T
以
て
め
ら
は
す
。
、
ヤ
は
各
部
門
の
勢
働
t
J町一戸品。

財
部
門
の
生
産
物
償
縦
、
k
は
享
架
財
部
門
の
そ
れ
と
す
る
。
1
2
3
の
附
加
し
た
る
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
を
示
す
。

利
潤
を
抽
象
し
て
し
ま
っ
て
岐
ゐ
る
が
、

-
1
f
J
:
、
~
j
I
1
3
:
主
コ
↓
、

l
d
イ

ヲ

ハ

ノ

つ

l
b
J
j
M考
l
o
ψ
J

寸

P
は
資
本

伽叫

(巳
(
一

ν
)
(こ

L
t
〈
2
H
H
2
2

三

併

ム

》

-~ -ヘイで、
1:'") :::-戸、J 、ニJ 、-

♂

+
-
J
+
ぷ
i
j

十
三
H
-
J
v

p
+
}
J
I
T
J
+
J
H司
問
山

円

7
]
M
J

-~H十
ロ
“
+
N
M
+
〈
】
H
f
u

]
司

1
H
F
+
N
凶
十
4
M
H
T
亡

で

ト

=

ト

〈

】

j

ω

，u
-

4

討

H
L
V
ω
w

国買

各
部
門
の
労
銀
の
純
計
は
享
紫
財
部
門
の
生
産
物
純
量
(
償
値
〉
に
等
し
い
。
ま
だ
、
資
本
財
部
門
の
生
産
物
の
総
量
は
各
部
門
の
消
耗
す
る
資
本

財
の
線
量
に
等
し
い
。
か
く
し
て
営
然
に
攻
の
如
害
関
係
が
め
る
。

三
ー
ャ
♂

τ正
H
(
』
『
】
+
ぷ
十
日
J
)
十
(
H岡
田

ヤ

H
r
T
H【
ω)

(
〉
)
(
こ
れ
は
前
の
場
合
の

J

U
，、H
E
同
に
封
臆
す
る
色
の
で
あ
る
)
。

前
の
園
式
に
な
ほ
若
干
の
説
明
を
附
加
し
よ
う
。
土
づ
資
本
財
生
産
部
門
に
つ
い
で
の
ペ
る
。
最
高
突
の
段
階
に
於
て
、
固
定
資
本
財
ら
補
助
原

料

h
に
勢
鋭
~
を
加
へ
て
生
産
物
内
を
得
る
。
突
の
段
階
に
於
て
は
、
前
段
階
の
生
産
物
仏
を
流
遁
交
木
財
h
-
と
し
て
使
用
し
、
そ
の
上
に
同
定
的

資
本
財

ι-補
助
原
料
h-
と
、
勢
銀
ν
ー
を
加
へ
て
生
産
物

h
h
z
得
る
。
順
夫
、
此
の
如
く
に
し
て
、
終
り
の
段
階
に
於
て
生
産
物

h
が
得
ら
れ
る
。
享

紫
財
生
産
部
門
仁
於
て
も
ま
た
同
様
で
め
る
。
而
し
で
静
態
で
め
る
以
よ
、
此
享
築
財
の
縛
依
値
か
ら
、
草
禦
財
生
産
部
門
の
勢
銀
だ
げ
を
差
引
り

る
も
の
が
、
資
本
財
生
産
部
門
に
責
ら
る
る
こ
と
を
要
し
、
資
本
財
の
綿
債
値
か
ら
資
本
財
生
産
部
門
に
於
げ
る
消
耗
部
分
を
差
引
げ
る
も
の
が
、

a. 0.， 35. Band，S. 152 Fritz Burchardt， a 5) 



享
築
財
生
産
郁
門
に
資
ら
る
る
こ
と
を
要
す
る
。
此
二
者
が
相
等
し
き
と
き
に
交
換
は
滑
り
な
く
完
了
す
る
。

上
に
遁
べ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
次
の
関
係
が
導
き
出
さ
れ
る
。
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前
に
掲
げ
た
る
傑
件
A
か
ら
、
自
ら
安
の
傑
件
ロ
が
導
き
出
さ
れ
る
。
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な
ほ
此
場
今
回
定
資
本
財
の
こ
と
に
つ
い
て
、

若
干

ω混
同
吋

er附
げ
加
「
ょ
う
。

だ
と
へ
ぽ
、
資
本
対
生
産
部
門
に
於
げ
品
ら
を
と
っ
で
考
へ
る
。
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f

、
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証
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、
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問
団
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au

・ι町
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u
H
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1
u
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ご

f
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バ
ャ
U
H
L
7
I
l
，一九

H'出
ト
や
士
一
計
キ
J
1
4
I
H
1
7
(
ぐ
ト

ι
の
ほ
か
に
収
品
ベ

LP
期
間
に
於
て
は
じ
め
て
漸
弐
に
消
耗
す
べ
き
部
分
が
め

は
hr
で
あ
る
。
尤
b
こ
の
こ
と
は
、

利
子
を
な
い

6
の
と
し
、

J
-
Y
〉

E
に

i
I
h
-
-
〉

3

w
f
t
u
E
・4
・s
n
f
b
J
G
ノg

生
産
物
の
微
量
を
年
々
同
一
の

b
の
と
す
る
仮
定
の
下
に
立
っ
て
ゐ
る
。

s
o
b
-
E
A
υ
川
白
川
河
川
の
布
市
湘
年
初
J

J

γ

一
有
「
，
え
い
ト
ら
ぱ
、
比
州
問
に
消
耗
寸
べ
2
5
J時
分

f
p
」
ム
り
れ
ば
引
川

3
て、

各
生
産
叫
M
e
f
ゐ
ら
片
品
す
文
字
の
右
側
の
附
字
を
以
て
其
一
腐
す
る
生
産
段
階
を
一
市
レ
、

左
側
の
附
字
を
以
て
、
完
成
財
に
土
で
到
達
す
る
朔

間
的
距
離
を
ゐ
ら
は
す
と
き
ぽ
‘
種
々
な
る
生
産
財
が
左
の
知
く
医
分
せ
ら
れ
る
。
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ζ2・

指
抵
の
巾
に
入
れ
た
る
も
の
は
、
将
来
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
、
叉
は
成
立
す
る
財
で
あ
る
。

A
B
C
D
の
各
段
に
あ
る
色
の
が
同
時
的
立
ら
び
に

総
攻
的
に
結
合
し
て
完
成
財
を
つ
〈
り
あ
げ
る
。
例
へ
ば

c
の
段
。
今
期
の
固
定
資
本
山
、
補
助
原
料
内
・
H

労
働
山
が
結
合
し
て
来
期
の
原
料
と
な

り
、
そ
れ
に
来
期
日
い
於
て
、
一
つ
後
の
段
階
の
生
産
財
込
山
山
一
が
加
は
る
。
順
弐
こ
の
遁
り
で
あ
る
。
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今
ま
で
利
子
を
切
り
は
な
し
た
カ
ら
問
題
は
割
令
に
筒
皐
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
進
み
て
、
利
子
を
考
の
中
に
と
り
入
れ
な
が
ら
考
察
を
進
め

よ，フ。利子
を
し
ば
ら
く
、
田
中
利
と
し
て
仮
定
す
る
0
3
う
す
る
と
、
各
部
門
に
於
げ
る
各
段
階
の
生
産
物
債
格
は
消
耗
す
る
と
こ
ろ
の
生
産
財
の
債
格
に
、

此
期
閣
の
利
子
を
加
へ
た
る
も
の
と
な
る
。

k
こ
ろ
で
、
こ
の
利
子
は
ま
づ
、
補
助
原
料
と
帥
労
働
の
償
格
即
ち
h
v
(
叉
は
H
V
)
及
び
流
迅
資
木
財

Z

(

叉
は
Z
)
に
謝
す
る
利
子
守
合
み
、
次
に
同
定
資
本
財
に
封
す
る
利
子
を
含
む
。
前
者
は
各
消
耗
部
分
の
債
格
に
利
子
歩
合
E

を
乗
じ
た
る
'b
の

一
し
め
る
が
後
者
は
や
〉
複
雑
な
る
ち
の

F
あ
る
。
似
に
ん
(
叉
は
hh)
ーとい

L
年
々
の
消
耗
部
分
に
め
る
怒
川
h
F
:
:
h
a
乗
じ
た
る
積
に
、
利
子
歩
合

守
来
じ
た
る
も
め
"
か
、
ぞ
れ
め
利
子
で
あ
る
ー
す
る
の

3
F
1
'
J
q
d
る
]
一
一
の
ヨ
底
部
門
間
の
関
係
は
次
の
加
〈
に
表
一
日
せ
ら
れ
う
る
で
あ
ら
フ
。
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此
闘
式
は
皐
利
と
い
ふ
こ
と
以
外
、
次
の
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
補
助
原
料
も
、
帥
労
働
も
、
ま
た
、
原
料
(
ま
た
牛
製
品
な

E
、
す
べ
て
勢
働
の

加
は
る
も
の
、
前
の
段
階
の
生
産
物
と
し
て
次
の
段
階
が
受
取
る
も
の
)
も
、
此
期
間
の
常
初
か
ら
用
意
せ
ら
れ
で
あ
る
こ
と
、
生
産
物
は
す
べ
て

此
期
間
の
終
ち
に
於
て
生
産
せ
ら
る
る
こ
と
、
即
ち
其
加
工
の
工
程
を
終
る
こ
と
。
此
場
合
、

h
ら
・
2

に
乗
じ
た
る
L
a
h
J
・
・
の
大
さ
に
つ
い

て
ま
づ
考
ふ
昌
こ
と
を
要
す
号
。

九
だ
げ
今
期
に
消
耗
す
る
固
定
資
木
財
が
町
期
間
だ
げ
存
矯
す
る
も
の
と
す
る
。
今
三
年
間
す
で
に
使
用
レ
て
、
そ
れ
行
げ
鮒
却
せ
色
れ
た
る
も

の
な
ら
ば
、
固
定
資
本
財
全
部
の
利
子
が
生
産
物
の
中
に
入

h
こ
む
の
で
は
な
い
、
未
鈴
却
の
戎
徐
の
利
子
だ
げ
が
き
う
す
る
の
で
め
る
。
而
し
て
、

今
、
産
業
の
同
一
段
階
に
あ
る
す
べ
て
の
企
業
が
少
し
づ
、
ち
が
っ
た
時
期
に
於
て
固
定
設
備
を
備
へ
つ
げ
た
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
‘
此
設
備
の
檎

償
額
の
半
分
行
げ
が
い
つ
も
其
刺
子
を
生
産
物
償
額
か
ら
補
償
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
建
存
し
て
ゐ
る
は
す
で
あ
る
。
従
っ
て
皐
利
が
前
提
と



せ
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る
限
h
さ
き
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そ
こ
で
、
か
〉
る
関
係
か
ら
知
何
に
し
て
静
態
的
な
る
均
衡
が
成
立
し
う
る
で
あ
ら
う
か
、
と
い
ふ
こ
と
を
吟
味
す
る
。
郎
ち
こ
れ
が
成
立
傑
件

の
何
で
あ
る
か
を
吟
味
す
る
。
ま
づ
・
次

ω傑
件
が
み
だ
き
る
る
こ
と
を
嬰
す
。
と
し
て
定
め
ら
れ
う
る
。
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各
部
門
の
努
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と
利
潤
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と
れ
を
、

H
h
a
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-
h
L
a
h
E
し
て
一
部

Z
ぅ
。
司
令
の
鳩
計
を
却
と
す
る
)
と
の
総
和
は
享
築
財
の
生
産
縞
に
等
し
く
、

各
部
門
の
消
粕
不
建
資
本
即
も
油
精
岡
山
止
資
本
財
、
補
助
原
料
の
線
利
は
‘
資
本
財
の
生
産
額
に
等
し
い
。
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こ
れ
に
謝
し
て
、
既
知
数
と
し
て
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
大

2
・
は
突
の
知
〈
で
あ
る

o
p
-
J
J
E
M
d
-
J
J】
J

従
っ
て
よ

J
J
3・
3

r

r

げ
の
固
定
資
本
財
の
存
積
年
数
、
及
び

F
L
J
L
J
u
r
・
:
・
な
ど
の
生
産
財
の
組
合
の
比
即
ち

h

~
・
:
・
な

E
。
そ
こ
で
遁
聴
に
よ
っ
て
定
め
ら

る
べ
き
未
知
数
と
し
て
は
次
の
も
の
が
数
へ
ら
れ
心
ば
な
ら
向
。

r
e
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方
聞
記
乃
敬
二
十
↓
代
、
米
畑
般
の
敬
二

1
九
、
ヤ
町
永
畑
般
の
比
例
三
げ
が
典
?
っ
5
3
'
一L
戸

1
7
4
0
4
f
沢
知
川
叫
が
二
時
的
に
川
口
品
し
件
ら
品
!
山

矯
に
は
、
そ
の
何
れ
か
の
一
が
克
巳
多
〈
輿
へ
ら
る
る
こ
と
を
要
す
。
今
享
梁
財
の
大
き
!
勺
が
定
ま
れ
ば
、
そ
の
他
の
数
量
は
ま
だ
す
べ
て
一
義
的

に
定
ま
る
。
従
っ
て
利
子
歩
合
も
そ
れ
に
臆
じ
て
定
ま
る
。
ま
た
、
逆
に
利
子
歩
令
が
一
定
の
も
の
と
し
て
典
へ
ら
る
る
場
今
に
於
て
は
、
そ
の
他

の
数
量
も
ま
た
、
ぞ
れ
に
臆
じ
て
一
義
的
の
も
の
と
し
て
定
ま
ら
Y
る
を
得
向
。
か
〈
し
て
、
奥
へ
ら
れ
た
る
傑
件
は
過
剰
決
定
的
の
も
の
7
は
な

〈
、
号
の
下
に
於
て
、
静
態
的
均
街
が
成
立
し
う
る
と
こ
ろ
の
色
の
で
あ
る
。

画晶.，、

今
ま
で
車
利
を
偲
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
現
寅
へ
の
接
近
の
要
求
は
此
但
定
念
色
撤
去
せ
し
め
る
。

け
れ
ど
も

準
み
て
複
利
の
場
合
を
吟
味
し
、
な
ほ
ま
た
、
生
産
僚
張
の
場
合
併
』
論
や
る
こ
と
は
、
し
ば
ら
く
こ
れ
を
、
後
の
機

舎
に
譲
ら
う
。

而
し
て
、
今
ま
で
述
べ
た
る
と
こ
ろ
を
振
か
へ
っ
て
、

最
初
に
越
べ
た
る
園
表
の
形
に
融
詳
し
て

み
よ
う
。
此
場
合
に
色
、
事
態
を
単
純
に
す
る
た
め
に
、
利
子
炉
』
切
離
し
て
考
へ
る
o

ペ
エ
ム
的
な
る
生
産
構
造

の
圃
式
か
ら
い
ふ
と
、
す
べ
て
の
生
産
財
は
漸
次
的
に
成
熟
し
て
享
楽
財
に
ま
で
遣
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
〉
に
示

し
た
る
回
表
は
何
ご
と
を
物
語
る
か
。
も
と
よ
り
享
柴
財
を
め
ゴ
す
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
生
産
は
停
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止
す
る
。
究
極
に
於
て
す
べ
て
の
生
産
財
が
享
梁

財
の
急
に
の
み
あ
る
、
と
ぽ
い
へ
る
。
け
れ
ど
も
、

各
部
分
の
生
産
財
が
直
接
に
は
何
を
生
産
す
る
魚

IV 

に
役
立
つ
か
。
こ
の
こ
と
を
中
心
と
し
て
考
ふ
る

Fi日・

に
、
資
本
財
の
一
部
分
だ
け
が
享
幾
財
に
ま
で
成

長
し
て
ゆ
く
、
而
し
て
共
他
の
部
分
は
、
資
本
財

と
し
て
定
成
す
る
や
、

資
本
財
そ
の
も
の
の
生
産
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少
し
円
{
ペ

断
に
自
己
営
再
生
産
す
る
o

而
し
て
資
本
財
の
こ
の
部
分
は
、
少
〈
も
直
接
に
は
、
享
襲
財
に
ま
で
完
成
す
る
も

の
で
な
く
、
資
本
財
と
し
て
の
再
生
産
過
程
を
循
環
的
に
反
覆
す
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
各
段
階
の
生
産
期
間
を
通
計
し
た
る
も
の
，
か
t
、
だ
と
へ
ば
六
ヶ
月
で
あ
る
と
す
る
と
、
第
一
段

階
部
も

c
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
労
働
だ
け
が
漸
次
に
成
熟
し
て
t
の
後
に
享
難
財
に
な
る
、
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。

第
一
段
階
の
生
産
財
の
結
果
の
一
部
分
だ
け
が
享
饗
財
生
産
に
移
き
る
る
の
で
あ
る
が
、
生
産
財
の
う
ち
州
労
働
だ

け
が
享
楽
財
に
成
熟
す
る
と
い
び
得
る
論
嬢
は
な
い
。
ま
た
、
す
べ
て
の
労
働
が
一
定
の
平
均
待
望
期
閣
の
後
、

享
蜘
荒
財
L
」
な
る
左
は
い
ほ
れ
得
な
い
。

一
部
分
の
資
本
財
は
比
喰
的
に
い
ふ
と
、

い
つ
ま
で
も
自
己
再
生
産
を
つ

Y

け
る
o

従
っ
て
、
ぞ
れ
の
生
産
に
か
つ
で
投
ぜ
ら
れ
た
る
券
働
は
享
融
市
財
に
成
熟
す
る
こ
と
は
な
い
。
ひ
い
て
、

生

産

の

構

遣
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勢
働
に
つ
い
て
の
平
均
待
望
期
間
と
い
ふ
も
の
の
考
へ
ら
る
る
わ
け
は
な
い
。
投
下
せ
ら
る
る
間
労
働
が
す
べ
て
漸

次
に
資
本
財
生
産
段
階
か
ら
、
享
柴
財
生
産
段
階
に
ま
で
進
行
す
る
、
と
考
へ
ら
れ
ぬ
以
上
は
、
持
働
の
生
産
力

が
時
間
の
函
数
で
あ
る
と
も
考
へ
難
い
わ
け
で
あ
る
c

真
に
一
歩
を
譲
ら
一
う
。
資
本
財
の
白
己
生
産
部
分
を
切
り

は
な
し
て
考
へ
、
そ
の
他
の
生
産
物
の
み
を
考
へ
て
順
次
に
勢
倒
の
成
熟
し
ゅ
く
部
分
で
あ
る
と
考
ふ
る
じ
し
て

も
、
前
例
に
つ
い
て
み
る
と
、

h

h
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7
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自
己
持
金
月
七
日
h
f
る
読
本
則
引
の

の
ど
れ
ピ
け
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
。

き
て
上
に
述
べ
に
る
が
如
き
生
産
構
造
の
分
析
か
ら
、
次
の
如
き
結
論
に
遣
す
る
。
生
産
財
の
生
産
力
、
帥
ち

生
産
物
償
額
ぞ
時
聞
の
函
数
と
し
て
考
ふ
る
見
方
は
、
共
根
嬢
を
有
し
な
い
。
勿
論
生
産
方
訟
の
差
異
に
よ
っ
て
、

生
産
財
の
生
産
力
に
差
異
の
あ
る
こ
と
を
否
定
し
う
べ
く
も
な
い
。
け
れ
ど
も
此
差
異
は

E
こ
か
ら
来
る
か
。
迂

四
期
間
の
差
異
か
ら
来
る
と
考
ふ
べ
き
根
擦
が
失
は
れ
た
る
以
上
、
共
根
擦
を
他
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ぞ

れ
は
た
三
、
生
産
財
の
結
合
の
仕
方
、
所
謂
新
し
き
結
合
に
求
h
u
べ
き
で
あ
ら
う
。
け
れ
E
も
此
新
し
き
結
合
主

い
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
〉
に
は
た
Y
次
の
如
き
こ
と
を
意
味
せ
し
め
る
c

こ
こ
に
新
し
き
結
合
と
い
ふ
の
は
、
生
産
財
の
組
合
せ
の
新
し
き
仕
方
で
め
る
。
組
織
に
於
げ
る
節
約
の
法
則

(
一
担
当

C
『
巾
円
。
ロ

c
g可
E

C

『
宮
口
一
回
目
同
守
口
)

に
い
ふ
と
こ
ろ
の
新
組
織
で
あ
る
。
そ
れ
ば
ペ
エ
ム
的
に
表
現
す
る
と
、

生
き
に
る
材
労
働
一
草
枕
嘗
り
の
資
本
財
の
割
合
の
大
き
、
帥
ち
資
本
集
約
性
の
一
程
度
で
あ
る
。
而
も
こ
の
大
き
は
、



理
論
的
に
で
は
な
い
が
現
質
的
に
、
印
ち
技
術
的
に
、
生
産
財
の
結
合
の
規
模
と
結
び
つ
い
て
ゐ
る
。
此
規
模
が

大
で
あ
る
ほ
ど
資
本
集
約
的
で
あ
る
、
卸
ら
粗
大
に
表
現
す
る
と
、
資
本
の
有
機
的
構
成
が
高
い
。

他
の
保
件
や
7
8
し
一
様
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
此
大
規
模
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
資
本
が
大
な
る
こ
左
で

あ
る
、
即
ち
、
生
産
力
の
大
き
は
新
結
合
に
伴
ひ
、
新
結
合
は
生
産
財
結
合
の
大
規
模
を
意
味
し
、
こ
れ
は
ま
た
、

資
本
の
大
規
模
ぞ
意
味
す
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
何
等
、
生
産
迂
同
期
間
の
大
な
る
こ
と
を
意
味
し
な

、
‘
.
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、

ぃ
。
生
庭
財
の
結
会
の
大
範
悶
で
あ
る
こ
と
が
生
売
か
を
大
な
ら
し
り
る
閥
係
を
栴
し
で
、
合
作
の
法
則
(
の
巾
印
え
N

《
同
町
『
同
内

C
C
日出
E
C
G
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)

と
よ
ぷ
q

手
工
業
が
低
級
の
工
場
工
業
に
ま
で
結
A
U
せ
ら
る
る
こ
と
に
よ
っ

τ生
産
力
を
高
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巾

生
産
力
を
一
雨
ふ
り
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
ぽ
ま
に
、
今
は
、

7

J

オ
ド
の
工
場
に
於
て
は
、
錦
繍
か
ら
自
動
車
を

作
ち
上
ぐ
る
の
に
二
週
間
を
要
す
る
と
い
ふ
。
偲
に
こ
れ
ら
の
生
産
に
必
要
な
る
機
械
ぞ
の
も
の
の
製
作
ま
で
、

フ
ォ
オ
「
・
の
品
正
答
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
暇
定
せ
よ
。
而
し
て
、
そ
の
優
越
的
な
る
生
産
力
を
ペ
エ
ム
的
に
解
稗

し
よ
う
と
試
み
よ
υ

此
生
産
力
は
果
し
て
迂
同
期
間
の
長
い
結
果
で
あ
る
か
。
国
定
資
本
を
ぬ
き
に
す
る
と
ぞ
の

期
間
の
長
さ
は
僅
に
二
週
間
で
あ
る
、
固
定
資
本
全
と
h'
入
れ
て
も
そ
れ
は
資
本
同
韓
率
の
大
さ
に
比
例
し
て
短

ぃ
。
此
生
産
力
が
資
本
の
規
模
に
由
来
す
る
と
み
る
時
は
、
此
生
産
期
間
の
長
男
一
の
如
き
は
如
何
で
め
っ
て
も
閥

係
が
な
い
わ
け
で
あ
る
o

大
韓
に
於
て
規
模
の
増
大
は
固
定
資
本
の
増
加
、
そ
の
存
続
年
鍛
の
増
加
合
意
味
す
る
o

そ
れ
に
よ
っ
て
、
プ

Y

』
ア
ト
の
所
謂
磨
損
時
間

(〈巾
E
n
z
一日日間切
N

町
一
円
)
は
延
長
せ
ら
れ
る
o

け
れ
H

と
も
、
そ
れ
は
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一
般
の
傾
向
で
め
る
に
止
ま
る
。
多
く
の
化
皐
工
業
、
例
へ
ば
人
絹
工
業
の
如
、
き
に
於
て
、
主
要
機
械
の
そ
れ
は

数
年
(
三
四
年
)
で
あ
る
。
必
要
な
る
鈎
却
率
の
大
小
と
生
産
力
と
は
、
何
等
必
然
の
闘
係
そ
も
た
子
、
鮪
却
期
間

と
し
て
の
迂
凶
期
間
も
、
生
産
力
な
決
定
す
る
も
の
と
い
は
れ
得
な
い
。

り
し
ろ
生
十
件
力
は
査
本
の
規
棋
の
一
向
数
で
あ
る
。
然
る
に
、

ペ
エ
ム
に
あ
っ
て
は
生
産
力
ば
、
迂
四
期
間
の
凶

数
一
で
こ
ぞ
あ
れ
、

一
々
の
企
業
の
資
本
の
規
懐
と
交
砂
す
る

E
こ
ろ
は
な
い
c

こ
れ
が
果
し
て
現
寅
に
於
け
る
組

持f
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る
う
組
織
に
よ
る
節
約
の
法
則
、
規
模
に
よ
る
節
約
の
法
則
、

市
人
は
ピ
ユ
』
ア
ア
に
於
け
る
大
量
生
産
の
法
則
の

如
き
は
、
規
模
と
生
産
力
と
が
如
何
に
密
接
な
る
聯
絡
を
も
つ
か
を
示
し
て
ゐ
る
。
私
の
生
産
構
造
論
は
こ
の
鈷

か
ら
利
子
の
説
明
の
手
が
〉
ち
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
(
一
丸
一
一
一
五
、
六
、
二
六
日
朝
)


